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Abstract

All the informations, obtained throu紳hearing from the inhabitants on
the local names, distribution and traditional way to utilize the medicinal and

poisonous plants living in the Satsunan Islands were described systematically.
●                                                                  ●

This represents the first step of study on the screening of antimicrobial substances
●

contained in the plants treated m the present article.

緒　　　　　言

鹿児島県は多くの離島をもち,各島は文化的にも,また動･植物学的にもそれぞれ興味ある

個有性が存在する｡特に本調査を基礎として植物中に含まれる抗菌物質のスク1) -ニソグを行

う上には,伝承されている生薬に関しての豊富な話題が得られるものと判断した｡薩南諸島の

有用植物については植物分類学的立場から,内藤(1)初島(2)らの報告があるが,本報告は抗

菌物質の抽出単離という観点から直接住民との対話より得られた事柄を収録した｡調査は1973

午-1974年にかけて各島を巡り,方名と実際の植物種名との照合を行い,その用法についても

記載した.本編は第一報として,種子島,屋久島,口永良都島,トカラ列島に関するものだけ

をまとめた｡

調　査　方　法

調査は予め疾病に関する項目(切傷,火傷,皮膚病,破傷風,ヒ-抜き,眼･耳･鼻の疾患,
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胃腸病,肝･腎臓病,咳止め,解熱,風邪,癌,血圧,婦人病,その他)をあげ,また,毒性

植物に関する項目(人畜に毒,魚毒),食用にするもの,その他本報告の目的とは直接関係の

ない生活用具等に関するものも含めて,住民より口述してもらい記録した｡

植物の方名は各島,地域,及び話題提供者の年令によって少しずつ異なったが,聴聞したす

べてを記載した｡また,方名で登場し,実際の植物名と照合出来るものと不可能なものとがあ

ったが,植物名の不明なものについてもすべて記載することとした｡

調　査　結　果

Schizaeaceae　　カニクサ料

Lygodium japonium Swartz (カニクサ)

昆　久　島　麦生,タングサ(地上部の黒焼と種子油を混ぜ患部に塗る一皮膚病)｡粟生,タン

カズラ(全草一皮膚病)｡永田,タンガズラ(全草の黒焼と種子油を混ぜ患部に

塗る一皮膚病)0

平　　　島　タニカズラ(皮膚病)｡

Cycadaceae　　ソテツ科

Cycas revoluta Thunb. (ソテツ)

屋　久　島　船行(英一切傷)｡永田(幹をけずり種子油と混ぜ塗る一破傷風)｡官ノ浦(葉を

飯粒と練って貼る-ヒ-抜き)｡粟生(皮の黒焼を用いる一切傷).小瀬田(葉を

たたいて用いる-ヒ-抜き)｡

中　之　島(実を用いる一切傷)｡

平　.島(実を用いる-切傷,食用).

諏訪之瀬島(綿毛を用いる一切傷｡実を用いる-ヒ-抜き)｡

口　之　島(実を用いる一皮膚病,食用)｡

宝　　　島　ショチッ(実は毒である)｡

Podocarpaceae　　マキ料

Podocarpus macrophylla D. Don (イヌマキ)

星､久　島　官ノ浦,ヒトツバ(オオバコ,スギの形成層と共に煎飲一肝臓病)｡船行,ヒト

ツバ(葉を煎飲一肝臓病)｡桶川,ヒトツバ(スギの形成層と煎飲一肝臓病)｡

口　之　島　ヒトツバ,ヒトツバギ(根を焼酎に漬けて飲む)｡

平　　　島(実を食用にする)｡

小　宝　島　ヒトツバ(実は食用｡他に仏事,神事などに使用)｡

Pinaceae　　マツ科

Pinus thunbergii Parl. (クロマツ)

屋　久　島　永田,マツ(マツヤニを切傷に用いる｡葉の汁を飲む一胃腸病)｡麦生,マツ(マ

ツヤニを飲む一皮膚病)｡船行,マツ(マツヤニを飲む一皮膚病)｡永久保,マツ

(マツヤニを飲む一胃腸病)0

黒　　　島　片泊,マツ(マツヤニを食用とする)｡

Taxodiaceae　　スギ科

Cryptomeria japonica D. Don (スギ)

屋　久　島　官ノ浦(形成層とオオバコ,イヌマキと共に煎飲一肝臓病)｡桶川(形成層とイ
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ヌマキと煎飲一肝臓病)｡

硫　黄　島(若葉を輝き煙を患部にあてる)｡

ノSaururaceae　ドクダミ料

Houttuynia cordata Thunb. ‖ごクダミ)

種　子　島　西野,コ-ネソグサ,バンドウグサ,バンドウ(切傷｡火傷｡皮膚病)｡大川町,

ガラッパグサ(皮膚病)｡西之表(皮膚病)｡平山(皮膚病)0

屋　久　島　官ノ浦(葉をもんでつける-切傷)0 -演,ガラッパグサ,ガッバグサ(葉を皮

膚病に用いる)｡高平部落,ガラッパグサ(皮膚病)｡青田,グッバグサ(葉をも

んでつける-皮膚病)｡小瀬田,ガラッパグサ(葉を用いる一皮膚嘩)｡粟生(全

草一皮膚病,胃腸病)｡麦生,ガラッパグサ(地上部一皮膚病)｡永田,ガラッパ

グサ(葉を患部に貼る-皮膚病)｡永久保,ガラッパグサ(ヒ-抜き,胃腸病).

桶川,クサジョウグサ(ヒ-抜き)｡志戸子,ガラッパグサ(煎じて用いる一咳

止め)｡

口永良部島　本村,ガラッパグサ(皮膚病.蓄膿症｡地上部を茶代わりに飲む一血EE降下).

硫　黄　島　ガラッパグサ(皮膚病)｡

竹　　　島　ザクログサ(皮膚病)0

黒　　　鳥　ザクログサ,ガラッパグサ(皮膚病)｡

中　之　島　ガラッパグサ(皮膚病)｡

悪　石　島(煎飲する-糖尿病)0

Saururus chinensis Baill. (カタシログサ)

種　子　島　国上,ガラッパグサ(地上部を煎じて用いる-ぢ疾)

口　之　島　ガラッパグサ(皮膚病)｡

平　　　島(頭痛)｡

Myncaceae　　ヤマモモ科

Myrica rubra Sieb, et Zucc. (ヤマモモ)

中　之　島(樹皮を煎飲一打身,わんざ)｡

小　宝　島(実を食用とする)｡

Fa皇aceae　　ブナ科

Quercus acuta Thunb. (アカガシ)

屋　久　島　粟生(樹皮一胃腸病)｡

Shiia cuspidata Makino (ツブラジイ)

屋　久　島　麦生,シイノキ(樹皮を染料にする)｡

Moraceae　クワ科

Ficus wightiana Wall. (アコウ)

屋　久　島　麦生(樹皮を煎飲一血圧降下)｡一湊,アコソキ(根を煎じて用いる一打身)0

口永良部島　本村,アコ(樹皮を用いる一打身)｡

竹　　　島　アコノキ(莱,樹皮を煎飲一打身)｡

悪　石　島　アコウモリ(樹皮を煎飲一打身)｡

平　　　島(幹でセイロをつくる)｡

Morus bombyds Koidz. (^ 7)
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小　宝　島(実を食用とする)0

Ficus pumila L. (オオイクビ)

黒　　鳥　ヒラケタブ,ヒラケプット(実を食用とする)0

小　宝　島　ショウキタンポ(家畜の飼料)｡

Ficus retusa L. (ガジュマル)

平　　島･ (家畜の飼料)｡
/

Morns australis Poir. (シマグワ)

口　之　島(筑前ビワの材に用いる)0

Urticaceae　　イラクサ科

Boehmeria nivea Gaud. (カラムシ)

竹　　島　カラン-,カラノネ(根を皮膚病,ヒ-抜きに用いる｡エビの殻,飯粒と練り,
破傷風に用いる)0

小　宝　島　オノ- (家畜の飼料)0

Loran也aceae　　ヤドリギ科

Viscum album L. var. lutescens Makino (ヤド1)判

尾　久　島　永田(咳止めに用いる)0

Poly皇onaceae　　タデ科

Polygonum thunbergii Sieb. et Zucc. (ミゾソバ)

種　子　島　西野,イボンベ倹用にする)｡平山,イボンベ(若芽を食用にする)｡

屋　久　島　小瀬田,イモソメ(食用にする)｡

口永良部島　本村,イモメ(新芽を食用にする)0

竹　　島　スズメノ- (実を食用にする)｡

Rumex acetosa L. (スイバ)

中　之　島(皮膚病)0

Rumex japonicus Houttuyn (ギシギシ)

口永良部島　本村(根一皮膚病)｡

黒　　島　大里,シジ(根一皮膚病)｡

Fagopyrum esculentum Moench (ソバ)

種　子　島　国上(ソバ粉をヒ-抜きに用いる)｡

Polygonum blumei Meisn. (イヌタデ)

種　子　島　茎永,タデ(魚毒).西之表,タデ(皮をたたいて川に流す-魚毒)｡
口永良部島　本村,タデグサ(牛が食べない)｡
悪　石　島　タデ(魚毒)｡

小　宝　島　タデ(魚毒)｡

宝　　島　タデ(魚毒)｡

Polγgonum cuspidatum Sieb. et Zucc. (イタドリ)

平　　島　スメガラ(家畜の病気に効)｡

Magnoliaceae　モクレン科

Illicium religiosum Sieb. et Zucc. (シキミ)

屋　久　島　船行,コウノ-ナ(実をサルの呼び餌に用いる)｡粟生,シシケギ,シキビ(衣
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畜のダニ,シラミ駆除に用いる｡鹿は食べない)｡麦生,コウノ-ナ,シキビ(莱

を仏事,神事に用いる)｡志戸子,シキビ(仏事,神事)｡永田,コウノキ(仏事,

神事)0

黒　　　島　片泊,コウノキ(皮を魚毒に用いる)｡

Kadsura japonica Dunal (サネカズラ)

黒　　　島　フノリカズラ,ベンカズラ(整髪料として用いる)｡

Ranunculaceae　　キンポウゲ科

Coptis japonica Makino (オオレン)

屋　久　島　官ノ浦(胃腸病に用いる)0

Coptis quinquefolia Miq. var. pedatoquinquefolia Koidz. (オオゴカヨウオオレン)

屋　久　島　永久保,チョウセソニンジン(婦人病).-漢,カソトウニンジン(関節炎)｡麦

生,カントウニンジン,チョウセソニンジン(万病)｡高平部落,チョウセソニ

ンジン(万病)｡

竹　　　島　ヤマニンジン(製薬原料)｡

Clematis paniculata Thunb. (セソニソソウ)

種　子　島　国上,ウソマン-ポロシ,ドクグサ(馬が食べると歯が落ちる)｡西野,タカタ

デ(地上部を馬が食べると歯がおちる)｡平山,ウマ-カゲ

屋　久　島　安生,タカタデ(全草,歯がポロポロになる)｡青田, -カタテ(歯痛に効くが,

歯がポロポロになる)｡

Ranunculus gIaber Makino (キツネノボタン)

種　子　島　平山,ドクダミ(家畜に毒)｡

Ranunculus acris L. var, japonicus Maxim. (ウマノアシガタ)

屋　久　島　官ノ浦(山羊に食べさせると毒)｡船行(地上部一牛馬は食べない)｡永田(英一

家畜に毒)0

Lardizabalaceae　　アケビ科

Stauntonia hexaphylla Decne. (ムべ)

竹　　　島　ウソべ(実は虫下し,食用となる)0

Berberidaceae　　メギ科

Nandina domestica Thunb. (ナンテン)

種　子　島　国上(英一歯痛に,歯につめる｡白い実のなるものが有効)｡

屋　久　島　船行(葉一食あたりに汁を飲む)0

Menispermaceae　　ツヅラフジ科

Stephania japonica Miers (-スノ-カゾラ)

諏訪之瀬島　カソネ(牛の飼料)｡

Lauraceae　クスノキ科

Cinnamomum camphora Sieb. (クスノキ)

種　子　串　西野(莱,モモ,カキ,バショウの菓と共に風呂に入れる一湯ざめしない)｡
宝　　　島(莱,風呂に入れる一神経痛)0

Cinnamomum sericeum Sieb. (マルバニッケイ)

小　宝　島　ツソノキ(根から香水をとる)｡
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Papaveraceae　　ケシ料

Corydalis platycarpa Makino (キケマン)

竹　　島クセモソノ-I(衰畜は食べない)｡

黒　　　島　大里(地上部を魚毒として用いる)｡

中　之　島　シヤク(魚毒)0

Capparidaceae　　フウチョウソウ料

Crataeva religiosa Forst. (ギョボク)

屋　久　島　官ノ浦(ツマベニチョウの食草である)｡

黒　　　島　アマギ(キクラゲの材にする)｡

Cruciferae　　アブラナ科

Raphanus sativus L. var% acanthiformis Makino (ダイコン)

屋　久　島　桶川(サツマノギク,黒砂糖,水飴,または-チミツと混ぜ用いる一咳止め)｡

Crassulaceae　　ベンケイソウ科
∫

Sedum bulbiferum Makino (コモチマンネソグサ)

黒　　　島　片泊,マンネソグサ(切傷｡地上部を飯粒と練り,打身,ねんざに用いる)｡大

里(地上部を飯粒と練り,打身,ねんざに用いる)0

Saxifra皇aceae　　ユキノシタ科

Saxifraga stolonifera Meerb. (ユキノシタ)

屋　久　島　-漢,ミミグサ(耳の病気に用いる)｡麦生,ミミグサ(葉を耳の病気に用いる)0

官ノ浦(葉を耳の病気に用いる)｡高平部落,ミミグサ(耳の病気)｡永久保,ミ

ミグサ(耳の病気)｡船行,ミミダレグサ(耳ダレ,中耳炎に用いる)｡菅田,ミ

ミグサ(汁を耳に入れる一耳の病気)｡桶川(耳の病気)｡粟生,ミミグサ(耳の

病気)｡永田,ミミグサ(耳の病気)0

口永良部島　本村,ミミグサ,ミミタデ(耳の病気)0.

黒　　　島　片泊,ミミグサ(耳の病気)｡大里,ミミヤミグサ(汁を耳ダレの時に用いる)0

口　之　島　キジソソウ(耳炎の時用いる)0

中　之　島　ミミグサ(耳の病気)｡

悪　石　島　ミミグサ(耳,鼻の病気)0

Pittosporaceae　トベラ料

Pittosporum tobira Ait (トベラ)

屋　久　島　小瀬田,トベラノキ(樹皮の黒焼をヒ-抜きに用いる)｡安生(家畜の飼料)｡

硫　黄　島(実を煎じて皮膚病に用いる｡葉を湿布-ヒ-抜き)｡

竹　　　島(樹皮を焼いてヒ-抜きに用いる)0

悪　石　島(実,樹皮の黒焼を湿布-ヒ-抜き)0

小　宝　島(黒焼したものとイセエビの殻,飯粒と練り患部に貼る-破傷風｡ヒ-抜き)0

宝　　　島(煎飲一破傷風O焼いて用いる-ヒ-抜き)0

諏訪之瀬島(山羊の飼料)｡

Rosaceae　　バラ科

Prunus donarium Sieb. var. spontanea Makino (ヤマザクラ)
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種　子　島　国上,サクラ(皮を風呂に入れる一皮膚病)｡西之表,サクラ(皮を風呂に入れ

る)｡

屋　久　島　永久保,サクラ(皮を煎じて用いる一火傷)0

Prunus persica Batsch. (モモ)

種　子　島　西野(葉をクスノキ,カキ,バショウの菓と共に風呂に入れる-湯ざめしない)｡

昆　久　島　中瀬田(葉を風呂に入れる)｡

Pyrus serotina Rehder (ナシ)

黒　　　島(味噌漬を用いる一破傷風)｡

Eriobotrya japonica Lindl. (ビワ)

屋　久　島　船行(葉一胃腸病)｡永田(菓一胃腸病)｡永久保(新芽一風邪)｡麦生(薬を煎

飲する一腎臓病)｡青田(古い葉を用いる一胃腸病)0

中　之　島(煎飲する一胃腸病)0

Potentilla fragarioides L. var% sprengeliana Maxim. (キジムシロ)

黒　　　島　大里(汁を下痢止めに用いる)0

Prunus z軸eliana Miq. (バクチノキ)

藍　久　島　官ノ浦,ミズユス(樹皮を魚毒に用いる)｡粟生,ミズユス(魚毒)0

Rhaphiolepis urribellata Makino var. mertensii Makino (シャ1)ソバイ)

屋　久　島　船行, -コハチ(実は食用)｡桶川,セク-チ(実は食用)｡麦生, -コ-チ(実

を染料にする)｡志戸子,ショコ-チ(根を染料にする)0

竹　　島　-コ-チ,キゴノキ,ユキ-メ(実は食用,幹は染料にする)

黒　　島　コウリノキ, -コ-チ,ティチギ(実を食用にする｡紬の染料に利用)0

口　之　島　ティチギ, -ッコソギ, -コノキ(染料)｡

悪　石　島　アクチギ,ティチギ(魚毒)0

平　　　島　ティチギ(樹皮を染料に用いる)0

諏訪之瀬島(樹皮を染料に用いる)0

小　宝　島　アクチギ(魚毒｡実は食用にする)0

宝　　　島　アクチギ(魚毒)｡

Rubus palmatus Thunb. forma coptophyllus Makino (モミジイチゴ)

小　宝　島(食用にする)0

Le帥minosae　　マメ科

Albizzia julibrissin Durazz. (ネムノキ)

屋　久　島　粟生,コウカ′け(花弁を咳止めに用いる)0-漢,コウカソ-ナ(関節炎)0
r

ロ永艮部島　本村,コウカ-チ(花弁は解熱,実は血圧降下に用いる)0

Phaseolus angularis W. F. Wight (アズキ)

黒　　島　片泊,エイズキ(サルノコシカケと共に煎飲一咳止め,風邪)0

Derris trifoliata Lour. (シイノキカズラ,デ1)ス)

昆　久　島　安生,ゲラソ(魚毒)｡粟生,ゲラン(魚毒)0

諏訪之瀬島　カズラ(魚毒)｡

Pueraria thunbergiana Benth. (クズ)

畳　久　島　永久保,カソネソカズラ(デソプソをとる)｡

黒　　　島　片泊,カソネカズラ(根を食用とする)0
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Oxalidaceae　　カタバミ料

Oxalis corniculata L. (カタバミ)

中　之　島(止血に用いる)0

Geraniaceae　　フウ臼ウソウ科

Geranium nepalense Sweet (ゲソノショウコ)

種　子　島　西野,セキリグサ(胃腸病)｡西之表(胃腸病)｡平山,セキ1)グサ(煎飲一下痢

止め)0

屋　久　島　-演,セキリグサ(葉は赤痢に効く)｡麦生(赤花種が有効一胃腸病)｡高平部落

(煎飲一胃腸病)｡永久保,セキリグサ(下痢止め)｡小瀬田(胃腸病)｡船行(冒

腸病)｡青田(赤花種が有効一胃腸病)｡志戸子(赤花種が有効一胃腸病)｡粟生,

チョウグサ(胃腸病)｡永田(下痢止め)｡

口永良都島(赤花種が有効一胃腸病)｡

硫　黄　島(胃腸病)｡

Rutaceae　　ミカン科

Xanthoxyum piperitum DC. (サンショウ)

中　之　島(魚毒)｡　　　　　　　　　　　　　　　　　一

諏訪之瀬島　サンショ(魚毒)｡

Citrus unshiu Marcov. (ウソシュウミカン)

屋　久　島　船行,ミカン(果皮を胃腸病,蚊とりに用いる｡また,風呂に入れる)｡官ノ浦,

ミカン(咳止め)｡粟生,ミカン(果皮を蚊とりに用いる)｡

硫　黄　島　ミカン(風邪)0

小　宝　島　ミカン(薪にするな)0

Fortunella japonica Swingle var% margarita Makino (キンカン)

屋　久　島　官ノ浦(咳止め)｡

Citrus aurantium L. var. daidai Makino (ダイダイ)

中　之　島(風邪)｡

Meliaceae　　センダン科

Melia azedarach L. var. japonica Makino (セソダソ)

`､屋　久　島　永久保(樹皮を虫下しに用いる)｡

口永良部島　本村(樹皮を虫下しに用いる)｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　､

宝　　　島(根を虫下しに用いる)｡

Euphorbiaceae　トウダイグサ科

Euphorbia helioscopia L. (トウダイグサ)

小　宝　島(家畜に毒)｡

Euphorbia jolkini Boiss. (イワタイゲキ)

平　　　島　ヤギクサ(魚毒)｡

Mallotus japonicus Muell. Arg. (アカメガシワ)

黒　　　鳥　カシワギ(キクラゲの材木に用いる)｡

Buxaceae　　ツゲ科

Buxus microphylla Sieb. et. Zucc. var% suffruticosa Makino (ツゲ)
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小　宝　島(仏事,神事に用いる)｡

Aquifoliaceae　　モチノキ科

Ilex latifolia Thunb. (タラヨウ)

黒　　　島　ヤソモチ(魚毒)｡

Balsaminaceae　　ツリフネソウ科

Impatiens balsamina L. (ホウセソカ)

畳　久　島　高平部落,エソガ(地上部を切傷に用いる)｡小瀬田(切傷)｡船行,ホウサイ

(花を染料にする)0

口永良部島　本村,トビシャゴ(止血)｡

黒　　　島　片泊(葉をつぶして切傷に用いる)｡大里(葉を塩でもんで切傷に用いる)0

口　之　島　カマクラ(葉を切傷,皮膚病に用いる)0

中　之　島　カマクラ(葉を切傷,火傷,皮膚病に用いる)0

悪　石　島(葉を切傷に用いる)｡

宝　　　島　トビシャゴ(葉を切傷に用いる)｡

Vitaceae　　ブドウ科

Ampelopsis brevipedunculata Trautv. (ノブドウ)

種　子　島　国上,カズラ(樹液を眼病にさす)｡西之表,ガレブ(眼病)｡平山,インガラビ

(眼病)｡

屋　久　島　-漢,カソネカズラ(眼病)｡麦生,ガレブ,ヤマガイブ(眼病)｡高平部落,ヤ

マブドウ,ガイブ(樹液を突目の時にさす｡実は食用とする)｡船行,ヤマブド

ウ(眼病)｡小瀬田,カズラ(眼病)O青田,カズラ,カラスガネブ(樹液一眼

病)｡桶川,ガレブ(眼病)｡粟生,インガレブ(眼病)0

口永良部島　本村(眼病)0

黒　　　島　片泊,ガイブ(眼病)｡大里,イソガレブ(眼病)｡

ロ　之　島　ヤマブドウ(実を食用にする)｡

中　之　島　メカズラ(眼病･風邪)0

平　　　島　ヤマブドウ(樹液を突目,皮膚病に用いる)0

諏訪之瀬島　カネブカズラ(眼病)0

宝　　　島　ガレブ(眼病)0

Sterculiaceae　　　オギリ科

Firmiana platanifolia Schott et Endl. (アオギ1) )

種　子　島　西野,キリノキ(樹皮,葉を火傷に用いる)0

Theaceae　　ツバキ科

Camellia jap伽ica L. (ツバキ)

屋　久　島　粟生(葉の黒焼を飯粒と練り,ヒ-抜きに用いる)｡永田(葉の黒焼を飯粒と練

り,ヒ-抜きに用いる)｡船行(マムシに喫まれた時)0

硫　黄　島(止血｡ツバキ油としてやけど,耳の病気に用いる)0

Ternstroemia jap伽ica Thunb. (モッコク)

屋　久　島　永田(家畜に毒)0-漢,モホウノキ(家畜に毒)｡安生,モホウウ(樹皮を木灰
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と混ぜて流す一魚毒)｡高平部落,モホウノキ,キンゴノキ(樹皮を木灰と混ぜ

て流す-魚毒)｡青田,モホウノキ(魚を焼くな)｡永久保(魚毒)｡小瀬田,モ

ホウノキ(魚毒)｡粟生,モホウノキ(幹,葉を石でたたいて流す一魚毒)｡船行,

キンゴノキ(魚毒)｡志戸子,モホウノキ(染料にする)｡

硫　黄　島(魚毒)｡

黒　　　島　ブフォ(樹皮,材は家畜に毒)｡大里,ブフォ(樹皮,材は魚毒｡魚を焼くな)｡

口　之　島　アカモム(家畜に毒｡魚を焼くな)｡

中　之　島　アカモモ(魚毒)｡

悪　石　島　アカモモ(魚毒)｡

Thea sinensis L. (チャ)

屋　久　島　粟生(防虫)｡

Guttiferae　　オトギリソウ料

Garcinia spicata Hook, f, (フクギ)

屋　久　島　麦生(樹皮を下駄の材料にする)0

Violaceae　　スミレ科

Viola mandshurica W. Becker (スミレ)

硫　黄　島　コマビキ(皮膚病｡すりつぶして湿布,打身,わんざ)0

Elae皇naceae　　グミ科

Elaeagnus pungens Thunb. (ナワシログミ)

種　子　島　茎永,グミ(実一淋病)｡

屋　久　島　永田,グミ(樹皮一破傷風)｡ -漢,サガ1)グミ(黒焼と飯粒を練り湿布-ヒ-

抜き)｡永久保,グミ(樹皮-ヒ-抜き)｡小瀬田,グミ(樹皮,エビの殻の黒焼,

飯粒と練り湿布-ヒ-抜き)｡青田,グミ(菓一腎臓病)｡

竹　　　島　イグミ(煎飲一咳止め,風邪)｡

黒　　　島　片泊,グミ(樹皮を煎じて用いる一咳止め)0

口　之　島　グミ(樹皮,アカヒバの陰干と混ぜ煎飲一破傷風｡ヒ-抜き)｡

中　之　島　グミ(樹皮,葉を煎飲-ヒ-抜き)｡

諏訪之瀬島　グミ(樹皮を煎飲-ヒ-抜き)｡

悪　石　島　グミ(樹皮を煎飲-ヒ-抜き)｡

宝　　　島　グミ(煎飲一破傷風｡ヒ-抜き)｡

小　宝　島　グミ(枝を煎飲一破傷風｡家畜の病気)｡

Ly也raceae　　ミソハギ科

Lythrum anceps Makino (ミソ-ギ)

口　之　島　ソウ-ギ(ものもらいの時,枝でたたく)0

Punicaceae　　ザクロ科

Punica granatum L. (ザクロ)

屋　久　島　ジャクロ(虫下し)｡

竹　　　島　(肺病,肋膜炎)｡



薩南諸島における伝承的薬用及び毒性植物調査報告 103

Umbelhferae　　セリ料

Centella asiatica Urb. (ツボクサ)

種　子　島　西野,ツボグサ(地上部一一止血｡火傷)｡

口永良部島　本村(虫下し)｡

口　之　島(止血)0

平　　　島(菓一止血に用いる)0

Hydrocotyle sibthorpioides Lam. (チドメグサ)

屋　久　島　安生(止血)｡高平部落(地上部一止血)｡船行(止血)｡.

中　之　島　ツボクサ(葉一切傷)0

悪　石　島　スミガラ(英一切傷)0

Oenanthe stolonifera DC. (セ1) )

屋　久　島　志戸子,セー(黒焼,エビ殻,飯粒と練って用いる一切傷)｡永田(全草一破傷

風)0

宝　　　島　セイ(葉を煎飲一破傷風｡ヒ-抜き｡胃腸病)｡′

小　宝　島　セイ(胃腸病)0

Peucedanum japonicum Thunb. (ボタンボウフウ)

竹　　　島　-マギ(若葉を食用にする)｡　　　　　　　　　　　　　　　　･

小　宝　島　サクノ-(根一胃腸病｡肋膜)｡

宝　　　島　サク(魚毒)｡

Cryptotaenia canadensis DC. (ミツバ)

屋　久　島　-漢(豚に食わすな)｡

黒　　　島(食用にする)0

Angelica kiusiana Maxim. (-マウド)

口　之　島　-マタズ(根一魚毒｡牛の飼料)0

Daucus carota L. var. sativa DC. (ニンジン)

竹　　　島(根をすりつぶして用いる一内出血)｡

Ericaceae　　ツツジ科

Pieris japonica D. Don (アセビ)

屋　久　島一宮ノ浦(家畜に毒)｡桶川,ジャクナン(家畜に毒)｡永田,ジャクナン(花一家

畜に毒)｡

Rhododendron eriocarpum Nakai (マルバサッキ)

口　之　島(山羊が食べると死ぬ)｡

中　之　島　ツツジ(山羊が食べると死ぬ)｡

平　　　島　ツツジ(山羊が食べると死ぬ)｡

悪　石　島　ツツジ(山羊が食べると死ぬ)0

Primulaceae サクラソウ科

Anagallis arvensis L. forma coerおIea Baumg. (ル1) -コべ)

黒　　　島　ミッツソゴグサ(地上部一魚毒)｡

口　之　島(-マウドと共に流す一魚毒)｡

中　之　島　コ一･クサ,コーツケクサ(魚毒)｡

平　　　島　ドクナガシ(魚毒)｡
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悪　石　島･ミズクサ(魚毒)0

小　宝　島　ミズクサ(魚毒)0

宝　　　島　ミズクサ(魚毒)0

Lysimachia mauritiana Lam. (-マポッス)

宝　　　島　ナデシコ(魚毒)0

･　　Ebenaceae　　カキノキ科

Diospyros kaki Thunb. (カキ)

種　子　島　西野(莱,風呂に入れる-湯ざめしない)a

屋　久･島　船行(シブガキで魚網を染める)｡

宝　　　島(葉を煎飲一風邪)0

Oleaceae　　モクセイ科

Ligustrum japonicum Thunb. (ネズミモチ)

黒　　島　大里,イブタ(樹皮,幹,実を煎じて用いる一皮膚病｡胃腸病)0

Osmanthus insularis Koidz. (ナタオレノキ)

小　宝　島　ナクオレ(仏事,神事に用いる)0

宝　　島　ナクオレ(葉の黒焼を破傷風に用いる)｡

Lo皇aniaceae　　フジウツギ料

Buddleja curviflora Hook, et Arn./. venenifera (Mak. ) Yamazaki (ウラジロフジウツギ)

種　子　島　西野,ウツギ(魚毒)｡

屋　久　島　永田(葉を内臓病に用いる)｡-漢,トマリグ(家畜には毒｡鳥もとまらない)0

安生,ウツギ(莱,樹皮を魚毒に用いる)｡官ノ浦,ウツギ(魚毒)｡高平部落,

ウツギ,ウチギ(魚毒)｡青田,ウトンキ(魚毒)0

竹　　島　ウツノキ(根を魚毒に用いる)0

口　之　島　コウジキ(魚を焼くな)0

諏訪之瀬島　シオギ(牛は食べない)｡

Gentianaceae　リンドウ科

Swertia japonica Makino (セソブ1) )

平　　　島(煎飲一胃腸病)｡

悪　石　島(煎飲一胃腸病)｡

Gentiana scabra Bungeて′ar% buergeri Maxim. (リンドウ)

黒　　　鳥(打身,ねんざに用いる)｡

Apocynaceae　キヨウチクトウ科

Nerium indicum Mill. (キョウチクトウ)

屋　久　島　安生(家畜には毒)｡永久保(家畜には毒)｡永田(葉は家畜に毒)｡

Trachelospermum asiaticum Nakai (テイカカズラ)

小　宝　島　マサカキカズラ(竹細工の材料)｡

Asclepiadaceae　　カガイモ科

Asclepias curassavica L. (トウワタ)

悪　石　島トウグサ(家畜には毒)｡
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小　宝　島(家畜には毒)｡

Gonvolvulaceae　　ヒルガオ科

Ipomoea batatas Lam. var. edulis Makino (サツマイモ)

種　子　島　大川町(切傷)0

竹　　　島　カライモ(根をすりつぶして用いる-ヒ-抜き)0

Ipomoea congesta R. Br. (ノアサガオ)

屋　久　島　小瀬田,ツゾラ(根を煎じる一破傷風)｡永田,ツゾラ,カズラ(莱,茎を煎じ

る一破傷風)｡安生,ツゾラ(細工物の材料にする)｡

黒　　島　片泊,ツゾラ(根を煎じる一風邪)｡大里,ツゾラ(神経痛｡細工物の材料)0

Verbenaceae　　クマツヅラ科

Clerodendron trichotomum Thunb. (クサギ)

種　子　島　大川(葉を食す一胃腸病)｡西野(葉を食用とする)0

最　久　島　船行(食サー胃腸病)lo楠川(芽を下痢止めとする)｡

黒　　　島(新芽を食用とする)｡

悪　石　島(煎飲一胃腸病)0

Vitex rotundifolia L. fil. (-マゴウ)

種　子　島　国上, -マカズラ(いぶして蚊とりに用いる)0

最　久　島　官ノ浦,カクスペグサ(茎を蚊とりに用いる)0

平　　　島　ホウノキ(蚊とり)0

Callicarpa japonica Thunb. (ムラサキシキブ)

小　宝　島　ゴメゴメノキ(弓をつくる)0

Labiatae　　シソ科

Mentha arvensis L. var. piperascens Malinv. (-ツカ)

悪　石　島(汁を眼病に用いる)｡

Ajuga decumbens Thunb. (キランソウ)

黒　　　鳥　イシャコロシ(汁を打身,わんざに使用)｡

口　之　島(煎飲する一神経痛)｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

Solanaceae　　ナス科

Solatium melongena L. (ナス)　　　　　　　　　　.  .

黒　　　島　片泊(菓一耳ダレの時用いる)0

Datura metel L. (チョウセソアサガオ)

屋　久　島　麦生(菓はぜんそくに効く｡また,麻酔薬としても用いる)0

Lycium chinense Mill. (p ^ )

種　子　島　国上(血圧降下)0

Nicotiana tabacum L. (タバコ)

硫　黄　島(キザミタバコを切傷の時用いる)｡

竹　　　島(葉とエビ殻,飯粒と共に練る-ヒ-抜き)0

Solatium tuberosum L. (ジャガイモ)

中　之　島(すって湿布一偏桃腺)｡
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Solarium nigrum L. (イヌホウズキ)

平　　　島　ヤマコショウ(ママゴト遊びの材料)0

Acan也aceae　　キツネノマゴ科

Justicia procumbens L. (キツネノマゴ)

宝　　　島(魚毒)0

Strobilanthes cusia O. Kuntze ( Vユウキュウアイ)

屋　久　島　-漢(染料に用いる)｡

Planta皇inaceaeオオバコ科

Plantago asiatica L. k.^tjtA ^l ')

種　子　島　西野,オンバコ,オンバク(葉を焼いて付ける-皮膚病)｡平山,オンバク(莱

とツワブキの葉をもんでつける一皮膚病)0

屋　久　島　-漢,ウソバ,オンバコ(葉を皮膚病,腎臓病に用いる).青田,オンバク(莱

は皮膚病,風邪に用いる)｡永久保(皮膚病,風邪)｡永田,オンバコ,オンバン

(葉を焼いて皮膚病｡全草を煎じて胃腸病)｡官ノ浦(煎じて腹痛に｡咳止め｡イ

ヌマキ,スギと共に煎じ,内臓病に)｡安生,オンバク(咳止め)｡高平部落(咲

止め)｡船行,オンバク(咳止め)｡小常田,オンバコ(咳止め)｡志戸子,オン

バコ(煎じて咳止め)｡桶川,オンバク(淋病)｡

ロ永良部島　本村,オオボク(葉は皮膚病,煎じて胃腸病)0

竹　　島　オシバク(菓一皮膚病,咳止め)0

黒　　　島　片泊,オンバコ(葉を焼いて皮膚病)｡

口　之　島　オンバク(皮膚病,胃腸病,ヒ-抜き)｡

中　之　島　スイバ,オンバクサ,オンバコ(切傷｡葉を焼いて皮膚病に｡陰干を煎飲一腎臓

病)0

平　　　島　オンバク(皮膚病)0

悪　石　島　オンバク(胃腸病｡婦人病)0

小　宝　島(皮膚病)0

Rubiaceae　　アカネ科

Paederia scandens Merrill (-クソカズラ)

ロ永良部島　本村, -コカズラ(菜を止血に用いる)0

中　之　島(葉を切傷に用いる)0

平　　　島　-ソクソカズラ(山羊がよく食べる)｡

諏訪之瀬島　-フソカズラ(浅い切傷に用いる)0

宝　　　島　ボーカズラ, -マ-クソカズラ(葉を切傷に用いる)0

Gardenia jasminoides Ellis /, grandiflora Makino (クチナシ)

屋　久　島　高平部落(実を手荒れに)｡麦生(実を煎飲一風邪｡実と卵,節,メリケン粉と

練り打身に用いる)｡船行(実を肝臓病)｡小瀬田(実をねんざに用いる)0

口永良部島　本村(実をねんざに用いる)｡

黒　　　島　大里(キランソウ,リンドウとメリケン粉で練って用いる一打身,ねんざ)｡

中　之　島(実一打身)0

平　　　島(実をメリケン粉,酢又は焼酎と混ぜ用いる一打身,わんざ)0
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Gaprifoliaceae　　スイカズラ科

Sambucus chtnensis Lindl. (ソクズ)

ロ　之　島　タズ(便秘｡家畜の下剤｡l魚毒)0

Viburnum awabuki K. Koch (サンゴジュ)

中　之　島(実を魚毒に用いる)｡

悪　石　島　マ-フラ,ヤウフクラ(魚毒)｡

Cucurbitaeeae　　ウリ料

Cucumis sativus L. (キュウ1) )

中　之　島(火傷)｡

Luffa cylindrica Roem. (-チマ)

平　　　島(葉の汁を耳病に用いる)0

Momordica charantia L. (ツルレイシ)

平　　　島

Lagenar ia

中　之　島

Ben incasa

宝　　　島

Cuc urb ita

中　之　島

ニガウリ(胃腸病)｡

Ieucantha Rosby var. gourda Makino (ヒョウタン)

(煎飲する一腎臓病)0

cerifera Savi (トウガン)

(実の汁を飲む一腎臓病) ｡

moschata Duch. var. melonaeformis Makino (ボウブラ,カボチャ)

(家畜にイボができた時に食べさせる)｡
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Compositae　　キク科

Artemisia vulgaris L. var. indica Maxim. (ヨモギ)

種　子　島　国上(切傷)｡

屋　久　島　官ノ浦(葉をもんで切傷に用いる)｡高平部落(葉の汁を切傷に用いる)｡永久保

(切傷｡風呂に入れる一神経痛)｡船行,フツ(止血｡胃腸病｡風呂に入れると湯

ざめしない)｡小瀬田(葉を切傷に用いる)｡粟生(切傷｡風呂に入れると湯ざめ

しない｡防虫の効果がある)｡永田,フチ(葉は切傷に用いる)｡安生(胃腸病｡

風呂に入れる)｡青田,フツ(莱,土用に収穫したものを陰干しておき胃腸病｡

風呂に入れる一神経痛)0 -漢(咳止め)｡志戸子,フツ(煎じて咳止めに用いる)0

口永良部島　本村,フツ(止血)0

硫　黄　島(胃腸病｡咳止め)0

竹　　　島　フツ,シロプチ,シロヨモギ(葉をもんで止血｡咳止め｡食用)0

黒　　　島　片泊(葉をすりつぶして切傷に)0

中　之　島(切傷｡煎じて肝臓病)0

平　　　島　フツ(煎じて解熱｡血圧降下)｡

悪　石　島　フツ(止血｡風邪)0

宝　　　島　フツ(煎飲一胃腸病｡解熱)0

小　宝　島　フツ(胃腸病｡関節炎)0

Ligularia tussilaginea Makino (ツワブキ)

種　子　島　平山,ツワ(葉をもんで一切傷｡皮膚病)0

屋　久　島　永田,ツワ(根を煎飲一切傷｡葉は皮膚病｡風呂に入れる)｡官ノ浦(菓一火傷)0

-漢,ツワ,フツ(皮膚病｡ヒ-抜き｡葉は胃腸病｡風呂に入れる一腰痛).栗
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生(葉･焼いて皮膚病)O青田･ツワ(皮膚病.風呂に入れる)｡永久保(胃腸病).

船行･ツワ･フツ(胃腸病○風呂に入れる)｡桶川(胃腸病)｡

硫黄島ツワ,フツ(全草の汁一火傷o皮膚病○陰干を煎飲一胃腸病｡咳止め)0

口永良部島本村,ツワ(葉一皮膚病｡ぢ疾)｡

竹島ツワ(焼いてもむ-皮膚病)0

黒鳥(菓一皮膚病)｡

口之島カシワ,ツワ(菓を焼いてヒ-抜き)0

芸霊宝�"h-yv

vv(表芸芸去苧冨芸這芝,?｡皮膚病｡葉を湿布巾抜き｡J火傷'｡

宝島ツワ,フツ(焼いて切傷○煎飲一破傷風.咳止め)｡

小宝島(葉を焼いて皮膚病)｡

GynurabicolorDC.(スイゼンジナ)

平島-ンダマ(産後に食べさせるとよい)0

小宝島パルダマ(英一切傷)0

LactucalanceolataMakino休ソバワダン)

硫黄島ニガナ,イワタカナ(胃腸病)｡

黒鳥ニガクサ(葉を食用とする)0

中之島ニガナ(某を皮膚病｡煎じて胃腸病｡魚毒)0

平島(皮膚病｡胃腸病)｡

悪石島ニガナ(煎飲一胃腸病)｡

小宝島ニガナ(根を煎飲一胃腸病｡食用)0

CirsiumspinosumKitamura(オイランアザミ)

小宝島アザミ(根を煎飲一血圧降下)｡

ChrysanthemumsatsumenseMakino(サツマ)ギク)

屋久島桶川･ノギク(ダイコン,黒砂糖又は蜂密と混ぜて咳止め)0

小宝島ノギク(食用とする)｡

BidenstripartitaL.(タウコギ)

竹島-イエソノクサ(風邪)0

Gramineaeイネ科.

MiscanthussinensisAnderss.(ススキ).

屋久島一線(葉を咳止め)｡

平島(芯を切傷に)0

諏訪之瀬島(芯を切傷特に深い傷に)0

BambusamultiplexRauschel(ホウライチク)

種子島国上,テンチク(根を厚膚病｡ヒ-抜きに)｡

PleioblastuslinearisNakai(リュウキュウチク)

黒鳥片泊(竹の子を食べる-破傷風に)｡

SetariaitalicaBeauv.(アワ)

黒鳥大里･クpアワ,-ルアワ(実を種子油,ススと混ぜ一皮膚病)0

CoixIdchryma-jobiL.(ジュズダマ)

種子島西野(栂はヒ-抜き｡腎臓病)0
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平　　　島(実を煎飲｡皮膚病)0

Zea maysL. (トウモロコシ)

最　久　島　永田(ヒゲを煎飲一胃腸病,肝臓,腎臓病)｡ -漢,キビ(ヒゲを腎臓病に).麦

生,トウキビ(ヒゲを煎飲して腎臓病)｡高平部落(ヒゲを腎臓病)｡永久保,I

ウキビ(ヒゲを腎臓病)｡桶川(実を煎じる一腎臓病)｡

黒　　　島　大里(実,ヒゲを煎じて腎臓病)0

中　之　島トウキビ(ヒゲを煎じる-胃腸病,腎臓病)0

Oryza saliva L. (イネ)

平　　　島(苗,ワラを煎飲一肝臓病)0

Arundo donax L. var. benghalensis Makino (ダソチク)

邑　久　島　粟生,ダテク(癌｡ダソゴを巻く)｡船行,ダチク(皮膚病｡竹の子を手にこす

りつける)｡永田(英一妊娠した家畜に食べさせてはいけない)｡小瀬田(万病).

-漢(ダソゴを巻く)0

カヤツリグサ科

Cyperus rotundus L. (-マスゲ)

硫　黄　島　コウボシ(漢方薬の原料)0

小　宝　島　コウボシ

Araceae　　サトイモ科

Alocasia macrorrhiza Schott (クワズイモ)

屋　久　島　高平部落(汁を手につけるとかゆくなる)｡桶川(馬の爪の傷に用いる)0

諏訪之瀬島　バジー(毒,口,喉が腫れ痛い)｡

悪　石　島　イバシ(根を皮膚病に)0
し

Lihaceae　　ユリ科

Allium tuberosum Rottl. (- v)

種　子　島　大川町(切傷)｡平山(切傷)0

屋　久　島　永久保(眼病)0

中　之　島(葉とカツオブシを混ぜ飲む一赤痢)｡

平　　　島(茎を突目に用いる)0

Allium grayi Regel (ノビル)

種　子　島　大川町(切傷)｡

Aloe arborescens Mill. var. natalensis Berger (アロエ)

種　子　島　西之表(葉をやけど,胃癌に用いる)｡

屋　久　島　安生(火傷｡生汁を飲む-胃腸病｡歯痛)｡永久保(火傷｡皮膚病｡食当り)｡船

行(蜂にさされた時用いる)｡青田(莱,切傷｡火傷｡胃腸病)｡桶川(葉肉を塗

る一火傷)｡粟生(火傷｡歯痛)0 -漢(葉の汁を塗る一火傷)｡小瀬田(胃腸病)0

高平部落(葉の汁-ムネヤケに用いる)｡

口永良部島　本村(火傷｡胃腸病｡肩こり)0

竹　　　島(切傷｡下痢止め｡歯痛)0

黒　　　島　片泊,イシャイラズ(皮膚病｡汁を胃腸病に用いる)｡

口　之　島(火傷｡胃腸病)0
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平　　島(切傷｡生で食べる一胃腸病)0
悪　石　島(胃腸病)0

宝　　島(切傷｡火傷｡胃腸病)0

小　宝　島(切傷)0
-

Allium sativum L. forma pekinense Makino (ニンニク)

平　　島　フル(根のすりおろしたものと塩を混ぜ用いる一切傷)0

Smilax bracteata Presl (サツマサンキライ)

悪　石　島　カソネカズラ(根一万病)｡

Allium bakeri Regel (ラッキョウ)

平　　島(胃腸病)｡

Smilax china L. (サルト.)イバラ)

屋　久　島　高平部落,カカラ(実-サルの餌ずけに用いる)｡

Hemerocallis longituba Miq. (ノカソゾウ)

屋　久　島　一湊,カンロ(関節炎)｡

Lilium longijiorum Thunb. (テッポウユ.) )

屋　久　島　麦生･ユリ(根は食用)o桶川,ユリ(根は食用)｡　　　′

小　宝　島　ユリ(根は食用)0

Amaryllidaceae　ヒガンバナ料

Crinum asiaticum L. var. japonicum Baker (-マユウ)

屋久　島　官ノ浦(焼いてもみつける一皮膚病)O粟生(菓一茂膚病)｡永田(葉を焼いてつ

ける-皮膚病)｡船行, -ナガミ(根を風船の代わりにする)｡

硫黄　島　-マガミ, -マガラ･シイユキ(焼いて皮をはぎ酢と混ぜて用いる一皮膚病)0
竹　　島　-マガン(根一皮膚病)｡

中　之　島　-マガミ(菓一焼いて皮膚病に用いる)｡

平　　島　-マガミ(皮膚病)｡

諏訪之瀬島　サデク(葉を焼く-皮膚病)0

宝　　島(焼いて皮をはぎ用いる-皮膚病)0

小　宝　島(焼いて皮をはぎ用いる一皮膚病)｡

Lycoris radiata Herb. (ヒガンバナ)

屋　久　島　官ノ浦,ネブイ(皮膚病)0

口　之　島(皮膚病)0

Narcissus tazetta L. var. chinensis Roem. (スイセン)

種　子　島　大川町(根一皮膚病)0

黒　　鳥　片泊(根一皮膚病)0

Dioscoreaceae　ヤマノイモ科

Dioscorea japonica Thunb. (ヤマノイモ)

小　宝　島　ヤマイモ(梶,ムカゴを食用とする)｡

Musaceae　バショウ科

Musa basjoo Sieb. (バショウ)

種　子　島　西野(風呂に入れると湯ざめしない)0
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平　　　島(茎一解熱に用いる).

宝　　　島(芽を煎飲,食用又は湿布をする-解熱)｡

Zin皇iberaceae　　ショウガ科

Zingiber officinale Rose. (ショウガ)

屋　久　島　桶川(根の汁をのどにつける一咳どめ,風邪)｡永久保(豚に毒)｡

中　之　島(黒砂糖と混ぜ飲む一咳止め)0

悪　石　島(根の汁と砂糖を混ぜ飲む一風邪)｡

Alpinia speciosa K, Schum. (ゲットウ)

種　子　島　西野,マキノ-(実一血の薬｡葉でダソゴを巻く)0

口永良部島　本村,サジン(実一胃腸病)｡

平　　　島　シャニソ(ダソゴを巻く)0

小　宝　島　シャニソ(ダソゴを巻く)｡

Alpinia intermedia Gagnep. (アオノクマタケラン)

屋　久　島　船行,クマタケラン(ダソゴを巻く)0

竹　　　島　マキノ-(ダソゴを巻く)0

小　宝　島　チマキノ-(ダソゴを巻く)0

Orchidaceae　　ラン科

Liparis bicallosa Schltr. (ユウコクラン)

黒　　　島　片泊,コクラン(煎じて胃腸病)｡

Calanthe discolor Lindl. (エビネ)

諏訪之瀬島　シラカネ(家畜に毒)0

A皇aricaceae　　マックケ料

Lentinus edodes Sing. (シイタケ)

屋　久　島　永田(全体,黒焼と飯粒を練って用いる-ヒ-抜き)｡

中　之　島(エビ殻と焼き粉末にして酒と練り用いる-ヒエ抜き)0

Polyporaceae　　サルノコシカケ科

Fomessp. (サルノコシカケ)

屋　久　島　小瀬田(腎臓,心臓病など,万病に有効)｡麦生(癌)｡高平部落(煎飲一癌)｡

船行(癌)｡粟生,クワナバ(痩)｡永田,クワナバ(癌)0

黒　　　島　片泊,クワナバ(アズキ,氷砂糖と共に熊飲-風邪,咳止めに用いる)｡大里,

クワナバ(米と煎飲一解熱)0

口　之　島クワナバ(馬の虫下しとして用いる)｡

中　之　島　クワナバ(万病｡ナワシログミの樹皮と共に用いる-ヒ-抜き)0

平　　　島　クワナバ(血圧降下)｡

小　宝　島　クワナバ(頭痛)｡

※サルノコシカケのうち,特にクワ(シマグワ)に生えたものをクワナバと言う｡

植物名不明の分

フノクサ

屋　久　島　麦生(切傷｡全草の黒焼と混ぜ塗る-ヒエ抜き)｡高平部落(飯粒と練り塗る-



112 東　四郎･阿部美紀子･緒方僧一･飛田　洋･横田和登

ヒ-抜き)0

アカヒバ,アカシバ

ロ　之　島(切傷.赤花には特効あり一破傷風｡陰干をグミの樹皮と煎飲-ヒエ抜き)0

ジンチョウ

硫　黄　島(皮膚病)｡

サボテン様の植物

硫　黄　島(風邪)0
サンガッケラマ

ロ永良部島(牛は食べない)0

ヤマアラシ

ロ　之　島(牛馬は食べない)0

キソゲソ-

屋　久　島　-漢(風呂に入れる)｡小瀬田(風呂に入れる-リュウマチ,神経痛)｡志戸子
1

(全草を風呂に入れる一神経痛)0

ジーキク

鼠　久　島　桶川(血液の循環をよくする)｡

イツツバ

竹　　　島(ねんざ)0

ペグア

屋　久　島　-演(実を食す)｡
ヌソメカズラ

黒　　　鳥(石けんの代用｡装飾用)0
㌔

ナマム

小　宝　島(牛が食す)｡

クロマメノキ

小　宝　島(薪にするな)0

考　　　　　察
■

南西諸島の一部である鹿児島県熊毛郡の種子島,屋久島,口永良部島,鹿児島郡三島村の竹

良,硫黄島,黒島,十島村の口之島,中之島,諏訪之瀬島,悪石島,平島,宝島,小宝島は,文

化的にも言語学的にも,また伝統･習慣的にも,県本土と琉球列島の中間に位置しているため,

植物の方名,及びその使用法にも微妙な変化を示す.例えば,ル1) -コべAnagallis arvensis

L. forma coerulea Baumg.)の汁を用いて小児が潮干帯のタイドプールにいる小魚を描獲す

る習慣は奄美大島以南,黒島,悪石島,宝島,小宝島などで収録されたが,方名は,ミッツソ

ゴグサ(黒島),ミズクサ,ミジュクサ(悪石島～与論島),ミミジングサ(与論島)などと呼

び,一脈通ずるものがあった｡一方,ウラジロフジウツギ{Buddleja curviflora Hook, et

Arn, /. venenifera (Mak. ) Yamazaki)を使用して魚を描獲することについては,種子島全域

と,屋久島のうち種子島対岸に位置する地域では聴聞したが,屋久島の西岸にある永田などで

はほとんどその習慣が無いこと等,伝承の伝播,その持続性など,極めて興味深いものであっ

た｡このような伝承生薬は近代医薬の浸入,世代の転換などにより急激に消滅しつつあり,現

に若年層には伝承されていないものが多数見聞された｡
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伝承された植物の効用については,例えばモッコク(Ternstroemia japonica Thunb. )及び

イジュ(Schima wallichit ssp. liukiuensis (Nak.) Bloemb.)は建材として使用され,その材

は白蟻に侵食されないとして重宝がられているが,これはこの材が殺蟻成分(antitermitic

substance)であるサボニソ(3,4,5,6,7)が含まれているためである｡また,このサポニンは水に

易溶性で,住民の間では屋内での材木としては良いが,家屋の外装材としてほ使用するななど

雨水によるサポニンの流失を感知している事実もあった｡

その他,実際の効用としてほ,抗菌性に関してすぐれたものも抽出されており,以後の実験

に待ちたい｡
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